
【
議
案
第
73
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

（
農
林
課
関
係
）

説
明
　
牧
場
の
柵
の
改
修
工

事
に
対
す
る
２
分
の
１
の
県

補
助
が
追
加
事
業
と
し
て
採

択
さ
れ
た
た
め
、
長
崎
県
放

牧
場
整
備
支
援
事
業
費
補
助

金
89
万
２
千
円
を
増
額
す
る

も
の
。

（
水
産
課
関
係
）

説
明
　
新
水
産
業
経
営
力
強

化
事
業
補
助
金
３
４
６
万
１

千
円
を
、
県
補
助
事
業
で
の

採
択
見
込
み
が
付
い
た
た
め
、

計
上
す
る
も
の
。

　
　
　
　
新
水
産
業
経
営
強

化
事
業
は
ど
こ
か
。

　
　
　
　
新
水
産
業
経
営
力

強
化
事
業
は
、
島
原
半
島
南

　
西
有
家
上
原
農
事
研
修
施

設
の
位
置
に
つ
い
て
、「
南

島
原
市
西
有
家
町
須
川
２
８

１
４
番
地
６
」
を
「
南
島
原

市
西
有
家
町
須
川
２
８
１
４

番
地
５
」に
改
正
す
る
も
の
。

錯
誤
の
理
由
と
し
て
は
、
平

成
16
年
４
月
14
日
国
土
調
査

に
よ
り
一
部
合
併
さ
れ
、
現

在
の
施
設
の
位
置
が
２
８
１

４
番
地
６
か
ら
２
８
１
４
番

地
５
と
な
っ
た
た
め
で
あ

る
。

【
議
案
第
68
号
】
南
島
原
市

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

説
明
　
租
税
特
別
措
置
法
の

一
部
改
正
が
、
令
和
２
年
３

月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
南
島
原
市
公
共
下

水
道
条
例
の
条
文
中
の
字
句

等
の
整
理
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
、
改
正
を
行
う
も
の
。

【
議
案
第
71
号
】
あ
ら
た
に

生
じ
た
土
地
の
確
認
及
び
字

の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

説
明
　
海
岸
保
全
施
設
整
備

事
業
に
伴
う
護
岸
の
整
備
に

よ
り
口
之
津
町
丁
字
西
新
開

に
１
，２
５
０
・
61
平
方
メ
ー

ト
ル
の
土
地
が
あ
ら
た
に
生

じ
た
も
の
。
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【
議
案
第
67
号
】
南
島
原
市

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

説
明
　
南
島
原
市
加
津
佐
町

宮
原
名
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

外
４
施
設
の
位
置
に
誤
り
が

あ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。
加
津

佐
町
宮
原
名
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
位
置
に
つ
い
て
、「
南

島
原
市
加
津
佐
町
丁
１
２
７

８
番
地
２
、
丁
１
２
９
２
番

地
２
」
を
「
南
島
原
市
加
津

佐
町
丁
１
２
７
７
番
地
」
に

改
正
す
る
も
の
。
錯
誤
の
理

由
と
し
て
は
、
平
成
27
年
６

月
４
日
の
国
土
調
査
に
よ
り

１
２
７
８
番
地
２
及
び
１
２

９
２
番
地
２
が
１
２
７
７
番

地
に
合
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
布
津
多
目
的
集
会
施
設

の
位
置
に
つ
い
て
、「
南
島

原
市
布
津
町
乙
１
３
５
４
番

地
１
」
に
改
正
す
る
も
の
。

錯
誤
の
理
由
と
し
て
は
、
平

成
20
年
２
月
27
日
に
バ
ス
ベ

イ
整
備
の
た
め
に
、
１
３
５

４
番
地
が
１
３
５
４
番
地
１

と
１
３
５
４
番
地
２
に
分
筆

さ
れ
、
現
在
の
施
設
の
位
置

が
１
３
５
４
番
地
１
と
な
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　
北
有
馬
農
村
婦
人
の
家
の

位
置
に
つ
い
て
、「
南
島
原

市
北
有
馬
町
丙
６
２
０
９
番

地
19
」
を
「
南
島
原
市
北
有

馬
町
丙
６
２
０
９
番
地
10
」

に
改
正
す
る
も
の
。
錯
誤
の

理
由
と
し
て
は
、
平
成
21
年

８
月
13
日
の
国
土
調
査
に
よ

り
６
２
０
９
番
地
10
に
合
筆

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
加
津
佐
農
村
婦
人
の
家
の

位
置
に
つ
い
て
、「
南
島
原

市
加
津
町
乙
１
２
０
４
番
地

の
１
」
を
「
南
島
原
市
加
津

佐
町
乙
１
２
０
４
番
地
１
」

に
改
正
す
る
も
の
。
錯
誤
の

理
由
と
し
て
は
、
条
例
制
定

当
時
か
ら
地
番
の
表
記
に
誤

り
が
あ
っ
た
た
め
、
１
２
０

４
番
地
の
１
を
正
し
い
表
記

で
あ
る
１
２
０
４
番
地
１
に

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

部
漁
協
の
方
が
さ
れ
る
実
績

分
で
あ
る
。

【
議
案
第
74
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

説
明
　
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
１
７
１
万
１
千
円
を
増

額
す
る
も
の
。

質  

疑
答  

弁

布津多目的集会施設

加津佐農村婦人の家

加津佐漁港

北有馬農村婦人の家

あらたに生じた土地
（口之津町丁字西新開）

る
と
い
う
こ
と
も
利
用
方
法

と
し
て
は
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
可

能
性
が
見
え
る
の
で
、
整
理

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

（
有
害
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
制
限
）

等
の
制
限
は
か
け
な
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
他
市
も
同
様
な

仕
方
を
し
て
い
る
の
か
。
無

制
限
と
い
う
の
は
、
す
ご
く

懸
念
が
あ
る
。
無
責
任
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
が
。

　
　
　
　
６
月
22
日
現
在
で

は
、県
内
21
市
町
の
中
で
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
を
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
は
、な
か
っ

た
。
確
か
に
、
危
惧
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
は
あ
る
の
で
、
今

後
、
自
分
か
ら
制
限
を
し
て

い
く
方
法
や
ハ
ー
ド
的
に
何

ら
か
の
措
置
を
す
る
と
い
う

方
法
も
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

反
対
討
論

　
こ
れ
ま
で
の
教
育
を
崩
す

よ
う
な
こ
と
を
、
こ
の
端
末

で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。
効

率
を
求
め
る
あ
ま
り
に
機
器

導
入
と
い
う
の
は
戒
め
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。
授
業
は

う
い
っ
た
場
合
に
規
制
を
す
る

こ
と
は
、
逆
に
、
情
報
が
制
限

さ
れ
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、

諸
刃
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
う
い
っ
た
危
険
な
サ
イ
ト
へ

ア
ク
セ
ス
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
指
導
で
賄
っ
て
い
く
し
か

な
い
と
考
え
て
い
る
。
社
会
に

出
た
と
き
、
自
分
で
規
制
を
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
、
そ

う
い
っ
た
情
報
モ
ラ
ル
教
育

を
今
後
は
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
非
常
に
便
利
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、
便
利
さ

の
裏
に
は
、
特
に
未
成
年
者
、

精
神
的
に
も
社
会
的
に
も
未

熟
な
人
た
ち
に
は
、
便
利
な

学
習
の
た
め
の
道
具
プ
ラ
ス

危
険
な
武
器
を
持
た
せ
る
と

い
う
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
、

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
し
っ

か
り
考
え
て
ほ
し
い
。

　
例
え
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
、
学
級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖

が
毎
年
あ
る
が
、こ
う
い
う
と

き
に
も
授
業
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
臨
時
休
業
だ
け
で

は
な
く
て
、
長
期
休
業
や
、

学
級
閉
鎖
の
折
に
も
、
健
康

観
察
、
保
護
者
へ
の
緊
急
連

絡
も
、
そ
れ
を
通
じ
て
で
き

【
議
案
第
60
号
】
南
島
原
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
今
回
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策

で
、
い
ろ
ん
な
税
が
減
免
さ

れ
る
が
、
本
市
で
は
、
ど
れ

く
ら
い
税
収
入
が
減
少
す
る

の
か
。

　
　
　
　
ど
の
方
が
該
当
す
る

か
、
特
定
で
き
な
い
の
で
、
申

告
を
受
け
て
み
な
い
と
数
字
的

に
は
把
握
は
難
し
い
と
思
う
。

【
議
案
第
69
号
】
南
島
原
市
奨

学
資
金
貸
付
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
今
回
、
定
額
基
金

を
「
予
算
に
定
め
る
」
と
改

正
し
た
が
、
現
在
基
金
が
６

億
５
千
万
ぐ
ら
い
残
っ
て
い

る
。
今
後
の
活
用
方
法
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
一
つ
は
貸
付
対
象

の
拡
大
で
、
大
学
院
は
今
ま
で

貸
付
対
象
に
し
て
い
た
が
、
明

確
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
今
回

「
大
学
院
」
と
い
う
文
言
も
い

れ
た
。
こ
れ
ま
で
基
本
的
に
は

学
校
教
育
法
に
定
め
ら
れ
た
学

校
、
大
学
、
大
学
院
、
専
修

学
校
な
ど
を
想
定
し
て
い
た
。

　
農
業
大
学
校
、
海
上
技
術

学
校
の
上
の
大
学
、
海
上
技

術
大
学
校
と
か
短
期
大
学
校

が
あ
る
の
で
、
今
回
は
そ
う

い
っ
た
貸
付
対
象
の
拡
大
を

予
定
し
て
い
る
。
又
、
今
後

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を

伺
い
な
が
ら
対
象
の
拡
大
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
。

【
議
案
第
73
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

（
教
育
委
員
会
関
係
）

　
　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
つ
い
て
、
非
常
に

早
く
南
島
原
市
は
、Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
を
取
り
入
れ
よ

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
が
、国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
は
従
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
。

　
　
　
　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
展
開
を
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
補
助
金
に
つ

い
て
も
、
今
年
度
で
打
ち
切

ら
れ
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
ど
の
自
治
体
も
今
年
度

中
に
実
施
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
数
年
遅
れ
る
と
補
助
金
が

入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
使
い

始
め
た
子
供
た
ち
と
の
差
が

開
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
が

危
惧
さ
れ
る
の
で
、
今
年
度

中
に
端
末
を
導
入
し
、
こ
の

事
業
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
子
供
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
個
別
最
適
化
す
る
た

め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
環
境
を
充

実
す
る
た
め
に
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
が
前
提
だ
と
思
う
が
、

県
下
の
13
市
で
取
り
組
ん
で
い

な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
６
月
22
日
の
時
点

で
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
取
組
み
自
体
は
、
全
市

町
で
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
ど
う
い
っ
た
所
で

使
う
の
か
、
例
え
ば
家
に
持

ち
帰
り
使
う
の
か
、
あ
る
い

は
学
校
、
教
育
現
場
だ
け
で

使
う
の
か
。
家
に
持
ち
帰
っ

た
場
合
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
、

何
で
も
見
れ
る
の
で
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
規
制
す
る
の
か
。

　
　
　
　
何
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
る
。こ

答  

弁

質  

疑
質  

疑

答  
弁

答  

弁
質  

疑

答  

弁
質  

疑

質  

疑
答  

弁

質  

疑

教
師
と
子
供
、
教
師
が
子
供

の
様
子
を
見
な
が
ら
進
め
て

い
く
。
教
師
と
子
供
、
子
供

と
子
供
、
そ
の
よ
う
な
中
で

使
う
な
ら
ば
い
い
が
、
こ
の

端
末
を
重
視
し
て
い
る
よ
う

な
状
況
な
の
で
、
反
対
す
る
。

　
起
立
採
決
の
結
果
　
賛
成

多
数
で
（
賛
成
４
、
反
対
１
）

原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
76
号
】
令
和
２
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

（
教
育
委
員
会
関
係
）

　
　
　
　「
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ

ホ
ー
ル
」
へ
の
入
館
者
の
発

熱
確
認
の
た
め
、
温
度
を
測

る
機
器
を
購
入
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
何
基
買
う
の
か
。

　
　
　
　
こ
の
体
表
面
温
度

チ
ェ
ッ
カ
ー
は
、
10
台
購
入

す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
非

接
触
型
体
温
計
と
違
い
、
入

館
者
自
体
が
顔
を
近
づ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
体
表
面
温
度

を
測
定
で
き
る
機
器
で
あ
る
。

答  

弁
質  

疑

質  

疑

答  

弁
答  

弁 文
教
厚
生
委
員
長
報
告

議
案
13
件
を
原
案
可
決

ありえコレジヨホール

田中次　
委員長

農
林
水
産
・
建
設
委
員
長
報
告

議
案
５
件
を
原
案
可
決

中村哲康
委員長


